
















































π= RL I f (x) dx + I xf (x) bx - IL (1) 
.I RL .I k 
ただし，Lは貸出額，Rは貸出による収入(元利合計)， f( x}は xの確
率，kは最小の期待収入，K は最大の期待収入，1は貸手の資金調達の費





π=  (R -1) L + I x f ( x ) dx -RL I kf ( X) dx 
となる。
F( A) = f:f(x)dx 
と定義すれば，部分積分の計算により，
r~ 
πニ (R-I)L - I F(x)dx 
となる。以上より期待利潤極大化の条件は，









(i) R く Iの場合，貸出額はゼPロ。
(ii) R 二 Iの場合， 0く企豆 k/I。





dR Rr 1 - F(x) 7 -1 
コ江一一一 L[l - F(x)j 
後者については次の式から容易に確かめられる。








πニ y- wlR 
y三 1(1)， f' >α1"く O。
これより利潤極大化の一階の条件は，
f' (l) = wR 
仮定により wlニ Lを (5)に代入すると，













dR _ f'(l)/W +ぴ'(l)/w-R 
万L - L (7) 
(7)式の分子の第 1項は(5)式より Rに等しい。したがってこの式は次のよう
に簡a単な形になり，限界生産力逓減の仮定により，











す = (af'(l) - (8) w]R + (1 -α)f'(l) = 0 
(8)式より，
(1-α)]1' -Rw = 0 fαR+ 
上式に lをかける。
(9) (1-α)]t・1- R(L +αy) = 0 fαR+ 
(9)式より次のような需要曲線を導くことができる。
dR 











































































32 経 営 と 続 出

























































































dR I R-1 α ， 1 
?rI
RL 





(ケース 1b )借手が差別的独占需要者である場合，雇用水準を l(一定)
貸出市場における情報の非対称性と信用割当 33 
とすれば，
π= f(l) - LR 
となるから，これを全微分する。



















dR lf"(l) _ s 
- ..':..LよとL 一一平一く 0ar --z涜 τ
等利潤曲線は
dR I 





均衡点は第 4 図の ~b となり，需給両曲線の交点に比べて貸出量は少なし
また金利も低い。
(ケース 2a )貸手が差別的独占供給者のケースはケース 1aと概ね同様。
(ケース 2b )借手が差別的独占需要者とする。次の利i間関数から等利潤
線を求めよう。
π=  (αf(l) - wl)R + (1 - a)f(l) 
L +σv 
ニ(1- a)f( ω~) - RL 
dπ= (1 - a)~dL - LdR - RdLニ O
W 
整理すると



























































注 1) Aker10f [1970]， [1976]， Spence [1974]第 9章。
注 2) 戦後わが国における信用割当の論争については，堀内(1980)第3章，貝塚・小
野寺(1974)，貝塚(1976)，寺西(1974)，(1975). (1982)第 9章を参照せよ。





るオッファ一曲線が Jaffeeおよび Russell [1976]によって導出されている。
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